
 

 

○ 復園・復学に向けて、子どもや保護者の不安・希望を踏まえ、周囲への説明の仕方、

健康管理や体調不良時の対応等について主治医と十分に話し合い、関係者と共有するこ

とが必要。 

 

【参加者（例）】 

本人・保護者、主治医、担当看護師、退院調整担当者、院内学級の教員 

保育所・幼稚園管理者・担任 

管理職（校長や教頭）、学級担任、養護教諭、保健主事、特別支援教育コーディネーター等 

 

【内容】 

１ 本人や保護者の願い、地元校での不安や心配 等 

２ 病気についての説明（主治医から） 

３ 学校施生活上の配慮事項の確認 

（１）生活について 

・登下校（通学方法、時間、荷物の負担） 

・校内の移動 

 ・トイレ（介助の有無、洋式トイレの有無） 

 ・給食（食事制限、運搬、配膳） 

 ・掃除・休憩時間の過ごし方 

 ・服薬・学校でのケア（服薬時間、場所、保管、マスクの着用有無） 

 ・感染症流行時の対応（保護者への連絡） 

 ・急に体調が悪くなった時の対応（対処方法、緊急連絡先） 

 ・その他 

（２）学習について 

 ・各教科（体育（当面の内容）） 

 ・行事（遠足、校外学習、運動会、その他） 

 ・宿泊行事（宿泊学習、修学旅行） 

 ・クラブ活動 

 ・その他 

４ 今後の見通し 

 ・自宅療養期間の有無 

 ・登校開始から通常の学習に戻るまでのスケジュール 

 ・通院の予定 

 ・その他 
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